カタカナ語における英語品詞と日本語品詞との関連性について―402語の「する」付加される英語借用語の語彙範疇化― by 野中, 博雄 & Nonaka, Hiroo
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はじめに
　英語がカタカナ語として日本語に借入される時，概
してその原語の品詞を保とうとする傾向がある．例え
ば英語名詞は名詞として日本語語彙範疇化され，英語
形容詞は形容詞として日本語語彙範疇化される．英語
名詞借用の場合は主格助詞「が」，目的格助詞「を」，
対象格助詞「に」，所有格助詞「の」などを取り，統
語的には日本語名詞と同じように振る舞う．下記に英
語名詞の借用例を示す．
(1) a. リボンがかわいい （主格）
 b. ノートを買う （目的格）
 c. ドアに貼り紙をする （対象格）
 d. ピアノの前に座る （所有格）
　また英語形容詞借用の場合は，「な」を付与して形
容詞化され，「に」を付与して副詞化される．また
「だ」 を付与して形容動詞化される．日本語形容詞に
おいても「きれいな花」「きれいに揃える」「花がきれ
いだ」のように形容詞化，副詞化，形容動詞化され
る．下記に英語形容詞の使用例を示す．
(2) a. ナイーブな性格だ （形容詞化）
 b. アクティブに活動する （副詞化）
 c. 彼は大変クレバーだ （形容動詞化）
　では英語名詞 “error” “advice” より借入した「エ
ラーする」「アドバイスする」などの「エラー」「アド
バイス」の日本語での品詞はどう扱うべきなのか．
「X」を英語より借入されたカタカナ語とした場合，
日本語の「X する構造」「形容詞＋ X 構造」「X をす
る構造」で使用される英語品詞と日本語品詞との関係
はどうであろうか．『コンサイスカタカナ辞典』（第 2
版，三省堂，2004）によると「X する構造」が可能な
カタカナ語は 402 語ある．原語である英語が単独の品
詞分類となる語は，「動詞（119 語）」「名詞（40 語）」
「動名詞（26 語）」「形容詞（1 語）」「副詞（1 語）」と
なる．その他複合の品詞分類となる語は，「英語動詞
複合分類（112 語）」「英語名詞複合分類（86 語）」「形
カタカナ語における英語品詞と日本語品詞との関連性について 
―402語の「する」付加される英語借用語の語彙範疇化―
On the Relationship between English and Japanese Parts of Speech in Katakana Words: 
The Lexicalization of 402 “suru”-Appended English Loanwords
野中　博雄
要　約
　本論文は，「英語借用のカタカナ語」について，英語の品詞概念が借入後の日本語での品詞概念に影響するとの
仮定に基づき，「する」を付加されて日本語に借用される英語の日本語での語彙範疇を考察したものである．
　筆者は，「コンサイスカタカナ語辞典」（第 2 版，三省堂，2004）より，「する」を付加されて英語から借用した
402 語を抽出し，英語の品詞を，『プログレッシブ英和中辞典』（第 4 版，小学館，2006）で確認し，10 のカテゴリー
に分類した．それらの日本語での統語的特徴を観察し，英語借入語が日本語のどの品詞として扱われるべきかの考
察を試みた．
　結論として，『英語借用語のカタカナ語の「X する構造」「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」における「X」の
日本語語彙範疇については，英語品詞の「動詞性」「名詞性」の影響を受け，「動詞性」「名詞性」を持った日本語
動名詞としての統語的特徴を持つカタカナ語となる』とした．
キーワード：英語借用語，「X する構造」，「形容詞＋ X 構造」，「X をする構造」，日本語動名詞
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も同じ現象が指摘されている．この場合の「～」は名
詞として扱うべきなのかそれとも他の品詞として扱う
べきなのかの疑問がある．
　石野（1983）は『漢語の場合は，「○○する」は原
則としてすべて「○○をする」に還元される．「○○」
は常に名詞だと考えていいだろう』1）と述べている．
一方，影山（1993）は統語的特徴から名詞と動名詞を
区別している．次に引用する．
①　動名詞は「する」で動詞化できる．通常の名詞は
動詞化できない．
②　動名詞は「方法」と結合する．動詞連用形や名詞
は結合できない．
③　「人（じん）」，「人（にん）」との結合において，
「人（じん）」と結合するのは名詞であり，動名詞
は原則的に「人（にん）」と結合する．
④　「用」との結合において，名詞，動名詞には付く
が，動詞の連用形には付かない．
⑤　尊敬語「お／ご～になる」や依頼表現「お／ご～
下さい」の構文において，動名詞と動詞連用形と
の共通性がある．
⑥　「～上手」との結合において，動詞と動名詞は適
格な表現となるが，名詞とは不適格になる2）．
　さらに野中（2008）は「X する構造」で日本語語彙
範疇化される英語借用語の日本語での品詞を明らかに
するために，英語借用語の英語品詞を特定し，また英
語借用語と日本語対応動詞（和語），日本語対応漢語
（漢語）を日本語動名詞特性の観点から類似点，相違
点を考察している．影山（1993）の指摘した日本語動
名詞の特徴である「～する」「～方法」「～人（にん）」
「～人（じん）」「～用」「～上手」，尊敬語表現「お／
ご～になる」，依頼表現「お／ご～下さい」の 8 項目
について，英語動詞借用語，それに対応する和語，漢
語を比較し，「英語動詞借用語は日本語動名詞に近い
語形成，統語的特徴を備えるが，結合する語によって
は，語種選択制限や語彙選択制限が働くものといえ
る」3）と観察している．
　また野中（2009）は，「X する構造」「X をする構
造」の可能な英語借用語の英語品詞と日本語として借
用された後の日本語品詞との関連性があると推定し，
原語の品詞分類と，「X する構造」と「X をする構造」
の語数分析をしている．その結果，以下の考察をして
いる．
　英語借用語の原語の品詞に「動詞概念」が含まれる
容詞複合分類（12 語）」「英語前置詞複合分類（3 語）」
「英語副詞複合分類（2 語）」となる．下記に例を示す．
(3) a. エンジョイする （動詞）
 b. エントリーする （名詞）
 c. プログラミングする （動名詞）
 d. ウォーミングアップする （形容詞）
 e. アヘッドする （副詞）
 f. アピールする （名詞・動詞）
 g. アシストする （動詞・名詞）
 h. マイナスする （前置詞・形容詞・名詞）
　上記 3a から 3e までは原語の品詞分類が単独であ
り，3f から 3h までは複合となる．単独分類は 5 種類
あり，複合分類は実際には 24 種類あるが，英語品詞
の最初に記載される品詞（使用頻度の高い語）を優先
すると「英語動詞複合分類」「英語名詞複合分類」「形
容詞複合分類」「英語前置詞複合分類」「英語副詞複合
分類」の 5 種類の複合分類にまとめられる．
　「X する構造」をとる語の内，「X をする構造」「形
容詞＋ X 構造」において使用が可能な語と，不可能
な語が存在する．次例を示す．
(4) a.   無意味なリカバー * リカバーをする
 b.   定期的なトリミング トリミングをする
 c.   完璧なテスト テストをする
 d. * 十分なエミット * エミットをする
　4a は英語動詞の “recover” が日本語に借用された例
で，「形容詞＋ X 構造」では使用可能だが「X をす
る構造」においては使用不可となる（* マークで表
す）．一方，4b では英語動名詞の “trimming” が「形容
詞＋ X 構造」「X をする構造」の両方において使用可
能となる．また 4c の“test” は英語名詞・動詞借用で
あるが，「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」の両方
において使用可能である．4d の“emit” は 4a と同じ
英語動詞借用だが「形容詞＋X構造」「Xをする構造」
の両方において使用不可能となる．これらの違いは何
に起因するのであろうか．この理由を考察するのが本
論文の目的である．
　ここで「X する構造」での「X」の品詞の取り扱い
について先行研究を概観しておきたい．「～をする構
造」（ここでの「～」は英語借用語「X」と区別する
ために使われており，漢語やその他の言語の借用も含
まれる）は軽動詞文と呼ばれており，漢語の借入の時
21
桐生大学紀要．第26号　2015
④　分類した語を日本語での「形容詞＋ X 構造」「X
をする構造」での統語的特徴を観察する．これ
ら 2 種の構造が可能な場合，「X」は「名詞」と
しての特性を持つことがいえると仮定する故であ
る．語の「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」で
の可能性については平成 27 年 8 月 13 日～16 日
に Yahoo Japan で検索し，検討した．
結　果
1. 単一分類の英語品詞借用のカタカナ語
　「X する構造」の可能な 402 語中，「単一分類の英
語品詞借用のカタカナ語」は「動詞（119 語）」「名詞
（40 語）」「動名詞（26 語）」「形容詞（1 語）」，「副詞
（1 語）」である．それらについて「形容詞＋ X 構造」
「X をする構造」での統語的特徴を観察する．
　まず「英語動詞借用のカタカナ語」について，「形
容詞＋ X 構造」「X をする構造」での統語的特徴を観
察する．表 1 に示す．（○はその構文において使用可
能を表し，×は不可能を表す．以下の表においても同
様．）
表1　英語動詞借用のカタカナ語のパターン別比率
パターン 形容詞＋ X X をする 語数 比率
A × × 15 12.6% 
B × ○ 7 5.9% 
C ○ × 14 11.8% 
D ○ ○ 83 69.7%
　表 1 よりパターン A の 15 語は，「形容詞＋ X 構造」
「X をする構造」の両方において使用不可能な場合で
あり，パターン別比率が 12.6% であった．同様にパ
ターン B の 7 語は，は「形容詞＋ X 構造」では不可
能だが「X をする構造」では可能な場合で，パターン
別比率が 5.9% であった．またパターン C の 14 語は
「形容詞＋ X 構造」では可能だが「X をする構造」で
は不可能な場合で，パターン別比率が 11.8% であっ
た．最後にパターン D の 83 語は，「形容詞＋ X 構造」
「X をする構造」の両方において使用可能な場合であ
り，パターン別比率が 69.7% であった．
　このことは『「英語動詞借用のカタカナ語」は借用
する英語動詞の影響を受け，「動詞性」は引き継がれ
るが「名詞性」は持たない場合がある』ことを意味す
る．つまりパターン A の 15 語は「形容詞＋ X 構造」
「X をする構造」の両方において使用不可能であり，
完全に「名詞性」を持たない．またパターン B の 7 
語は「形容詞＋ X 構造」で「名詞性」を持たない．
場合や「動詞概念」が借入時に付与された場合におい
て「X する構造」が可能となる．さらにその内「名詞
概念」も含まれる場合，「X をする構造」も可能とな
ることが観察された．またその統語的特徴から「日本
語動名詞」を設定して分析する方が，より適正にこの
言語現象を説明できることが確認できた4）．
　さらに野中（2013）では，「動詞（119 語）」「名
詞（40 語）」「動名詞（26 語）」「名詞と動詞（68 語）」
「動詞と名詞（96 語）」を rand 関数を使ってサンプル
語を 10 語ずつ抽出し，「形容詞＋ X 構造」または「X
をする構造」での統語的特徴を観察し，『英語借用語
のカタカナ語の「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」
における「X」の日本語語彙範疇については，英語
品詞の「動詞性」「名詞性」の影響を受け，「動詞性」
「名詞性」を持った日本語動名詞としての統語的特徴
を持つカタカナ語となる』5）と考察した．
　本論文の目的は，野中（2013）の研究をさらに進
め，「動詞（119 語）」「名詞（40 語）」「動名詞（26
語）」「名詞と動詞（68 語）」「動詞と名詞（96 語）」を
rand 関数を使ってサンプル語を 10 語ずつ抽出する方
法から，英語より借入して日本語で「X する構造」を
とる「英語借用のカタカナ語」402 語全てについて検
討することとし，英語品詞で分類し，「形容詞＋ X 構
造」または「X をする構造」での統語的特徴を観察
し，英語借用語が日本語のどの品詞として扱われるべ
きかを明らかにすることにある．
方　法
　本研究の詳細な手順を次に示す．
①　『コンサイスカタカナ辞典』（第 2 版，三省堂，
2004）から「X する構造」で動詞化される英語借
入のカタカナ語を抽出する．結果として 402 語の
カタカナ語が抽出された．
②　それらの英語での品詞分類について，『プログ
レッシブ英和中辞典』（第 4 版，小学館，2006）
で確認する．
　　この辞典の品詞は使用頻度の高い品詞から掲載さ
れている．
③　英語品詞を単純分類では「動詞（119 語）」「名詞
（40 語）」「動名詞（26 語）」「形容詞（1 語）」「副
詞（1 語）」とし，複合分類では「英語動詞複合
分類（112 語）」「英語名詞複合分類（86 語）」「形
容詞複合分類（12 語）」「英語前置詞複合分類（3
語）」「英語副詞複合分類（2 語）」とした．
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示されるようにすべてがパターン D に属する．英語
動名詞が「動詞性」「名詞性」を有し，借入時にそれ
らの特性が引き継がれているから，「X する構造」「形
容詞＋ X 構造」「X をする構造」での使用を可能にす
ると考えられる．
表3　英語動名詞借用のカタカナ語のパターン別比率
パターン 形容詞＋ X X をする 語数 比率
D ○ ○ 26 100.0% 
　資料 3 よりいくつか語例を挙げると，「ショッピン
グ」「セッティング」「トリミング」などがあり，「形
容詞＋ X 構造」「X をする構造」において使用が可能
となる．次に示す．
(5) a. 安全なショッピング／ショッピングをする
 b. 豪華なセッティング／セッティングをする
 c. 定期的なトリミング／トリミングをする
　「その他の単一分類借用のカタカナ語」は，英語形
容詞借用の「ウォーミングアップ」と英語副詞借用
の「アヘッド」がある．前者は「形容詞＋ X 構造」，
「X をする構造」両方において使用可能であり，後者
は「形容詞＋ X 構造」のみ使用可能である．「新英和
大辞典」（第 6 版，研究社，2002）」によると，『日本
語の「ウォーミングアップ」は「準備運動」の意味の
名詞として用いる』とあり，また「アヘッド」は，
『日本語ではスポーツなどで「相手にアヘッドを許す」
のように「先取点，勝ち越し点」の意味で名詞とし
て用いる』とある．両者は日本語に借入される時に
「名詞」に転成している．それにより名詞の動詞化で
「X する構造」での使用が可能となり，「ウォーミング
アップ」はパターン C をとり，「アヘッド」はパター
ン D とるに至ったと考えられる．従って英語形容詞
借用，英語副詞借用の場合については英語品詞の影響
を受けていないといえる．
2. 複合分類の英語品詞借用のカタカナ語
　「複合分類の英語品詞借用のカタカナ語」は「英語
動詞複合分類（112 語）」「英語名詞複合分類（86 語）」
「形容詞複合分類（12 語）」「英語前置詞複合分類（3
語）」「英語副詞複合分類（2 語）」と分類された．
　英語動詞複合分類とは英語動詞が品詞分類（使用頻
度の高さ）の第 1 位に記載されているがその他の品
詞（名詞，形容詞，副詞など）もある語類のことであ
さらにパターン C の 14 語は「X をする構造」で「名
詞性」を持たないこととなる．
　資料 1 より抽出した各パターンの語例で説明する．
「英語動詞借用のカタカナ語」の中で，「アイディアラ
イズ」は，「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」両方
で使用不可能で，パターン A に属する．一方「アポ
ロジャイズ」は，「形容詞＋ X 構造」では使用不可能
であるが，「X をする構造」では「アポロジャイズを
する」のように使用可能となり，パターン B に属す
る．また「クリエート」は，「様々なクリエート」の
ように「形容詞＋ X 構造」では使用可能であるが，
「X をする構造」では不可能となり，パターン C に属
する．最後に「アクセプト」は，「確実なアクセプト」
のように「形容詞＋ X 構造」で可能であり，「アクセ
プトをする」のように「X をする構造」でも使用可能
となり，パターン D となる．
　次に「X する構造」の可能な 402 語中，単一分類で
語数が 2 位（40 語）の「英語名詞借用のカタカナ語」
について，「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」での統
語的特徴を観察する．パターン別比率を表 2 に示す．
表2　英語名詞借用のカタカナ語のパターン別比率
パターン 形容詞＋ X X をする 語数 比率
A × × 1 2.5% 
B × ○ 0 0.0% 
C ○ × 1 2.5% 
D ○ ○ 38 95.0% 
　表 2 より読み取れることは，「英語名詞借用のカタ
カナ語」のパターン別比率は圧倒的にパターン D が
高く，その他のパターンは語数が 0 か 1 ということで
ある．英語名詞が借用される時に「名詞性」が引き継
がれて「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」両方での
使用を可能にしている．では「動詞性」はどうであろ
うか．これは漢語の名詞に「する」を付加して動詞化
するのと同じ方法が適用されていると考えられる．例
えば「勉強する」「研究する」と同じく「アドバイス
する」「エントリーする」などのように英語名詞を動
詞化する方法である．「勉強」「研究」「アドバイス」
「エントリー」などの「名詞」に含まれる「行為性＝
動詞性」が動詞化を可能としていると考えられる．資
料 2 より語例を挙げるとパターン A の語は「バイ」，
パターン C の語は「ドッグレッグ」，パターン D の語
は「ディスカッション」となる．
　「英語動名詞借用のカタカナ語（26 語）」は 表 3 で
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示している．「動詞性」の獲得については「単一分類
の英語名詞借用のカタカナ語」と同じく「名詞」から
「X する構造」を可能にすることにより獲得したと説
明できる．
表6　英語形容詞複合分類借用のカタカナ語のパターン別比率
パターン 形容詞＋ X X をする 語数 比率
A × × 1 8.3% 
B × ○ 1 8.3% 
D ○ ○ 10 83.3%
　その他の複合分類としては，「英語前置詞複合分類
借用」の「プラス」「マイナス」「オーバー」と「英語
副詞複合分類借用」の「アップ」「ダウン」である．
資料 9, 10 の列見出しの「英語品詞」を見ると「名詞」
が共通である．「マイナス」以外は「動詞」も共通で
ある．すべてがパターン D に分類される．
考　察
1. 「X」 の名詞性， 動詞性
　前節では，『コンサイスカタカナ語辞典』（第 2 版，
三省堂，2004）より，「する」を付加されて英語から
借用した 402 語を抽出し，「単一分類の英語品詞を借
用するカタカナ語」と，「複合分類の英語品詞借用の
カタカナ語」について「形容詞＋ X 構造」「X をする
構造」での統語的特徴を観察した．その結果，パター
ン D（「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」両方で使
用可能）の比率は，「英語動詞借用のカタカナ語」に
おいて 69.7% で，「英語形容詞複合分類借用のカタカ
ナ語」において 83.3% で，その他で 95% 以上であった．
　「英語動詞借用のカタカナ語」でパターン D の比
率が 69.7% と低い理由は，英語動詞を借用する時に
「動詞性」を持つが故に「X する構造」での使用を可
能にし，「名詞性」は徐々に獲得され，「形容詞＋ X
構造」「X をする構造」での使用が可能になっていっ
たからだと考えられる．つまり英語は日本語に入れら
れる時，英語にも日本語にも精通した話者が使い始
め，徐々にカタカナ語として定着する過程を辿ること
から，初期の使用者は英語動詞の束縛を受け，「形容
詞＋ X 構造」「X をする構造」で名詞として使用する
表現を控えたことが考えられる．そして徐々に英語動
詞の束縛が無くなり（英語動詞から借用しているとい
う認識がなくなり），名詞的な使用が増えていったと
考えられる．いわば「形容詞＋ X 構造」「X をする構
造」の両方，または一方が不可能な英語動詞借用の語
る．この語類の特徴としては「名詞」と共存している
語が 112 語中 109 語ある点である．パターン別比率を
表 4 に示す．
表4　英語動詞複合分類借用のカタカナ語のパターン別比率
パターン 形容詞＋ X X をする 語数 比率
A × × 1 0.9% 
B × ○ 1 0.9% 
C ○ × 2 1.8% 
D ○ ○ 108 96.4%
　資料 6 の列見出しの「英語品詞」を見ると英語動詞
複合分類の語の殆どが「名詞」と共存していることか
ら，パターン D が最も多く，「形容詞＋ X 構造」「X
をする構造」での名詞使用の構造では殆ど可能となっ
ている．「動詞」と「形容詞」の英語複合分類の「イ
ンテグレート」「セレクト」「プリセット」は全部パ
ターン D に分類される．『新英和大辞典』（第 6 版，
研究社，2002）では「インテグレート」は「複合体．
統合体．」の意味として，「セレクト」は「精選された
もの．極上品．」の意味として「名詞」も存在する．
従って名詞使用の構造で可能となる．「プリセット」
だけは「名詞」の意味が存在しない．「プリセット」
の「名詞性」の獲得」については，単一分類で英語形
容詞借用の「ウォーミングアップ」の場合と同じく日
本語に借入される時に「名詞」に転成していると考え
られる．
　「英語名詞複合分類借用のカタカナ語（86 語）」 は
「英語名詞」が第 1 位の品詞分類であるが，資料 7 の
列見出しの「英語品詞」を見ると 82 語が「動詞」と
共存している．他の 4 語は「名詞と形容詞」で分類さ
れる語で「スタンバイ」「ノックアウト」「バックアッ
プ」「ピックアップ」である．すべての語に「名詞性」
が含まれているので「形容詞＋ X 構造」「X をする構
造」での使用可能率は高い．表 5 はパターン D の比
率が高いことを示している．
表5　英語名詞複合分類借用のカタカナ語のパターン別比率
パターン 形容詞＋ X X をする 語数 比率
A × × 1 1.2% 
D ○ ○ 85 98.8% 
　「英語形容詞複合分類借用のカタカナ語（12 語）」
は資料 8 の列見出しの「英語品詞」を見ると「名詞」
が共通し，表 6 ではパターン D の比率が高いことを
24
桐生大学紀要．第26号　2015
様である．それ故に「動詞概念」を含む語を必要とす
る「X する構造」での使用が可能になったのではない
か．「形容詞＋X構造」「Xする構造」では原語の「名
詞性」故に問題なく使用可能となっている．
　一方「英語形容詞複合分類借用のカタカナ語」の
場合，資料 8 では 12 語のうち，7 語（「オーケー」
「ショート」「コーディネート」「トータル」「ノックダ
ウン」「オープン」「フィット」）には原語に動詞形が
あるがその他の 5 語（「クリア」「エラボレート」「エ
レクト」「プレゼント」「ビルトイン」）には原語に動
詞形が無い．これらの 5 語も英語名詞の場合と同じく
「動作・行為」を表し，「動詞性」を有するといえる．
それ故に「X する構造」での使用が可能となっている
と考えられる．
　また表 6 においてパターン D が 83.3% の理由は，
「オーケー」以外の語に「名詞」も含まれ，借用する
際に違和感なく「名詞」として使用することができる
からだと考えられる．「オーケー」は「名詞性」が付
加されて使用可能になったと考える．
　またその他の「英語前置詞複合分類（3 語）」「英語
副詞複合分類（2 語）」においても資料 9，資料 10 の
如く全ての語に「名詞」が含まれておりパターン D
の比率が高くなっている理由として考えられる．
2. 「X」 の日本語語彙範疇
　次に「X する構造」「形容詞＋ X 構造」「X をする
構造」における「X」は日本語語彙範疇のなかでどの
ように捉えればよいかについて考察する．
　石野（1983）は，漢語より借用し，日本語の「X
する構造」「X をする構造」で使用される語の品詞を
「名詞」として捉えている．
　漢語で言うと，「勉強する」は「勉強をする」と同
じだし，「出発する」は「出発をする」と同じであ
る．漢語の場合は，「○○する」は原則としてすべ
て「○○をする」に還元される．「○○」は常に名
詞だと考えていいだろう6）．
　さらに「英語借用のカタカナ語（石野は「外来語」
と表現している）」についてはこう考察している．
　外来語の場合も，「スカウト」，「スタート」，「ス
トップ」，「スパート」，「スライス」，「スライド」，
「スリップ」など，原語において名詞と動詞が同形
であるものは多い．これらに「する」を付けるとき
は「英語動詞借用のカタカナ語」が名詞的使用に移行
する過程の段階ともいえる．
　次に「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」での「英
語動詞借用のカタカナ語」と「英語名詞借用のカタカ
ナ語」の構造別比率を表 7，表 8 で観察する．
表7　英語動詞借用のカタカナ語の構造別比率
形容詞＋ X X をする
可否 語数 比率 語数 比率
○ 97 81.5% 90 75.6% 
× 22 18.5% 29 24.4% 
表8　英語名詞借用のカタカナ語の構造別比率
形容詞＋ X X をする
可否 語数 比率 語数 比率
○ 39 97.5% 38 95.0% 
× 1 2.5% 2 5.0% 
　表 7 の「英語動詞借用のカタカナ語の構造別比率」 
については次の 2 点が指摘される．第 1 点は「形容
詞＋ X 構造」においても「X をする構造」において
も使用可能な語の比率が高い（「形容詞＋ X 構造」＝ 
81.5%，「X をする構造」＝ 75.6%）が，他の分類，例
えば表 8 の「英語名詞借用のカタカナ語の構造別比
率」での比率（「形容詞＋ X 構造」＝ 97.5%，「X をす
る構造」＝ 95.0%）程は高くないことである．第 2 点
は使用可能な語のうち，「形容詞＋ X 構造」の比率が
「X をする構造」より高いことである．
　第 1 点の理由については，「英語動詞借用のカタカ
ナ語」が「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」におい
て「名詞性」を獲得する途中段階であると考えられ
る．第 2 点の理由については，「形容詞＋ X 構造」「X
をする構造」で「名詞性」を獲得する段階で「構造」
による許容度の差異が出ていると考えるが，「X をす
る構造」は「X する構造」と似ているが故に許容度が
低くなっているのかもしれないとも考えられる．
　表 8 の「英語名詞借用のカタカナ語」の構造別比
率」では「形容詞＋ X 構造」，「X をする構造」の両
方において英語名詞の「名詞性」が引き継がれ使用比
率が高いことを示している．また「英語名詞借用のカ
タカナ語」の場合は，原語の名詞に「動詞性」が含ま
れているといえる．資料 2 から語例を示すと「アドバ
イス」「エラー」「エントリー」「カムバック」などは
「行為を表す英語名詞」であるので「動詞概念」が含
まれている．漢語の「勉強」「研究」「発言」なども同
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が付加されている）の場合を除いて「X する構造」が
不可能となっている．石野（1983）の観察では『名詞
と動詞が別語形の場合は動詞に「する」が付加され
る』となる．この点について筆者は『原語の動詞性
が「する構造」を可能にし，原語の「名詞性」が「形
容詞＋ X 構造」，「X をする構造」を可能にする』と
考えた方がより一般性のある観察になると考える．な
ぜならば「アジテート」や「ノミネート」等は英語
動詞で，別語形の「アジテーション」や「ノミネー
ション」があり，『名詞と動詞が別語形の場合は動詞
に「する」が付加される』 という現象の説明はできる
が，「アジテート」や「イラストレート」が「形容詞
＋ X 構造」や「X をする構造」で可能になる現象は
説明できない．原語の品詞が英語動詞のみとなる「ア
ジテート」や「イラストレート」の場合は，原則的に
は「形容詞＋ X 構造」や「X をする構造」は不可能
であるはずだが，資料 1 よりそれらの構造での使用
が可能となっている．その理由は日本語話者が使用
する中で，原語の「動詞概念（動詞性）」に「名詞概
念（名詞性）」が付加されて使用可能となると考えら
れる．この方法により原語の「動詞概念」「名詞概念」
よりカタカナ語の日本語での統語的特徴が説明でき，
また例外的な現象においては，言語使用の中で「名詞
概念」，または「動詞概念」の付加より転成（ここで
は名詞を動詞的な語に変えたり，動詞を名詞的な語に
変えたりするという意味）したと考えられ，より一般
性のある説明ができる．
　さらに付け加えると英語名詞借用で「X する構造」
が可能な語例は本論文のデータ（資料 2）からみると
40 例あり，これは「名詞概念」が付加された英語動
詞借用の例とは逆に，英語名詞借用の場合，原語の
束縛では「名詞概念」のみを有するが故に「X する構
造」は不可能であるはずだが，英語名詞に「動詞性
（行為・動作を表す概念）」がある点に着目すれば，
「X する構造」で使用可能になる説明ができる．
　次に「形容詞＋ X 構造」，「X をする構造」におい
て「名詞性」を持ち，「X する構造」において「動詞
性」を持つ「X」を日本語の語彙範疇でどのように捉
えればよいのかについて考察する．
　本論文のこれまでの考察において，原語において
「名詞概念」「動詞概念」の両方を有するが故に「X す
る構造」「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」におい
て使用可能となる統語的特徴が説明できるとした．ま
た「英語動詞借用のカタカナ語」はカタカナ語使用
のある過程で「名詞概念」を付加され，「英語名詞借
の手続きは，漢語の場合とまったく同様だ7）．
　前節の分類からみると「スカウト」「スライス」は
「英語名詞・動詞タイプ（辞書での品詞表記は名詞，
動詞の順にされている）」であり，「スタート」，「ス
トップ」「スパート」「スライド」「スリップ」は「英
語動詞・名詞タイプ（辞書での品詞表記は動詞，名詞
の順に表記されている）」である．原語において「名
詞性」が含まれるので「X をする構造」が可能である
といえるが，果たして「X する構造」での「X」も名
詞と言っていいのだろうか．これは原語の「動詞性」
が「X する構造」を可能にしていると考えられないだ
ろうか．さらに石野（1983）の観察を引用する．
　原語において名詞と動詞が別語形のものも少なくな
い．そういう語が外来語となったとき，どちらの形
に「する」を付けるかが問題だ．普通は動詞に「す
る」を付ける．名詞に付けるのは，どちらかと言え
ば例外的と言ってよいだろう8）．
　石野（1983）の観察では『原語の名詞と動詞が別語
形の場合は動詞に「する」を付ける』と述べている
が，表 9 に原語の名詞と動詞が別語形で日本語にカタ
カナ語として借入された語の「X する構造」，「X をす
る構造」での統語的特徴を示す．
表9　英語動詞／名詞のカタカナ語の統語的特徴
（①：X する　②：形容詞＋ X　③：X をする）
英語 品詞 ① ② ③
アジテート 動詞 ○ ○ ○
アジテーション 名詞 × ○ ○
アプリシエート 動詞 ○ × ×
アプリシエーション 名詞 × ○ ○
イルミネート 動詞 ○ ○ ×
イルミネーション 名詞 × ○ ○
ノミネート 動詞 ○ ○ ×
ノミネーション 名詞 × ○ ○
イラストレート 動詞 ○ ○ ○
イラストレーション 名詞 × ○ ○
ディスカス 動詞 ○ × ○
ディスカッション 名詞 ○ ○ ○
　表 9 の語例からみると，確かに英語動詞の場合に
「X する構造」が可能であり，別語形の英語名詞の場
合は「ディスカッション」（動詞にも名詞にも「する」
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「X する構造」での使用を可能にし，語彙概念に「名
詞性」を必要とする「形容詞＋ X 構造」「X をする構
造」での使用が可能となると思われる．影山（1993）
の言うように「X する構造」の「X」を「名詞性を
持った動詞」とすることや，石野（1983）の言うよう
に「X する構造」「X をする構造」での「X」を「単
なる名詞」と扱うよりも，「形容詞＋ X 構造」「X を
する構造」「X する構造」における「X」を「動詞性
を持った名詞＝日本語動名詞」とした方が，それらの
統語的特徴について，より一般性を持って説明できる
と考える．
　本節での考察により，「英語借用語のカタカナ語」
の「X する構造」「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」
における「X」の日本語語彙範疇については英語品詞
の「動詞性」「名詞性」の影響を受け，「動詞性」「名
詞性」を持った日本語動名詞としての統語的特徴を持
つカタカナ語となるといえるのではないかと考える．
結　語
　本論文で筆者は，日本語の「X する構造」「形容詞
＋ X 構造」「X をする構造」において，「英語借用の
カタカナ語」の語彙詞概念がそれらの使用可能度に
影響していることと仮定し，「X する構造」が可能な
「英語借用のカタカナ語」402 語より原語の品詞によ
る分類をして，それらの「形容詞＋ X 構造」「X をす
る構造」における統語的特徴を観察した．
　英語借用語の原語の品詞に「動詞概念」が含まれる
場合，「X する構造」が可能となり，「名詞概念」が含
まれる場合，「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」が
可能となった．この統語的特徴を説明するには，「日
本語動名詞」を設定して分析する方が，より適正にこ
の言語現象を説明できることが確認できた．結論とし
て，「英語借用のカタカナ語」の「X する構造」「形容
詞＋ X 構造」「X をする構造」における「X」の日本
語語彙範疇については，借用する英語品詞の「動詞
性」「名詞性」の影響を受け，「動詞性」「名詞性」を
持った日本語動名詞（＝動詞性を持った名詞）として
の統語的特徴を持つカタカナ語となると考える．
　「英語動詞借用のカタカナ語」の「形容詞＋X構造」
「X をする構造」で使用可能となる率が他の「英語品
詞借用のカタカナ語」より低い理由ついては今後の更
なる研究の課題とする．
引用文献
 1) 石野博史：現代外来語考．大修館書店（東京），
用」は同様に英語名詞の「動詞概念」が ［＋動詞，＋
名詞］ の語彙概念を持ち，他の分類と同様の統語的特
徴を持つとした．
　「X する構造」での「X」は石野（1983）の観察の
ように日本語において「単なる名詞」ではないことが
影山（1993）の観察により分かる．彼は，「X する構
造」での「X」が「単なる名詞」では「する」との結
合可能性がないことから，「名詞性を持った動詞すな
わち動名詞（テストする，プリントする）」と見るこ
とを提案している 9）．次例を示す．
(6) a.   勉強する
 b.   研究する
 c.   発表する
 d. * 感覚する
 e. * 学校する
 f. * 手紙する
　上例 6a から 6c の「勉強する」「研究する」「発表す
る」の「勉強」「研究」「発表」は，明らかに 6d から
6f の「感覚」「学校」「手紙」とは違い「X する構造」
で使用可能という統語的特徴がある．前者の語群を影
山（1993）は，その統語的特徴から「日本語の動名
詞」として位置付けている．
　先行研究において述べた影山（1993）の日本語動名
詞と名詞の統語的特徴の違いの 6 項目のうち，次の 4
項目が「英語借用のカタカナ語」について当てはまる
ことを野中（2008）が観察している 10）．
①　動名詞は「する」で動詞化できる．通常の名詞は
動詞化できない．
②　動名詞は「方法」と結合する．動詞連用形や名詞
は結合できない．
③　「用」との結合において，名詞，動名詞には付く
が，動詞の連用形には付かない．
④　「～上手」との結合において，動詞と動名詞は適
格な表現となるが，名詞とは不適格になる．
　「X する構造」における「X」の日本語語彙範疇を
影山（1993）の提案である「名詞性を持った動詞」と
した場合，「形容詞＋ X 構造」「X をする構造」の説
明に不都合が生じる．なぜならそれらの構造におけ
る「X」は「名詞性」があるが，動詞ではないからで
ある．日本語動名詞は「名詞性」と「動詞性」の両方
を持ち，それ故に語彙概念に「動詞性」を必要とする
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 5) 野中博雄：「する」付加される英語借用語の語彙
範疇化について―英語品詞と日本語品詞との関連
性―．桐生大学紀要，24：33-41, 2013.
 6) 石野（1983）：154
 7) 同上：155
 8) 同上：155
 9) 影山（1993）：39
 10) 前掲書 3）：36
154, 1983.
 2) 影山太郎：文法と語形成．ひつじ書房（東京），
26-30, 1993.
 3) 野中博雄：英語動詞の日本語語彙範疇化について
―日本語対応語との比較―．桐生大学紀要 ,19：
31-43, 2008.
 4) 野中博雄：日本語「VN する構文」，「VN をする
構文」の英語借用語の英語品詞と日本語品詞の関
連について．桐生大学紀要，20：23-31, 2009.
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型 A: 「形容詞＋ X」＝×，「X をする」＝×　型 B: 「形容詞＋ X」＝×，「X をする」＝○
型 C: 「形容詞＋ X」＝○，「X をする」＝×　型 D: 「形容詞＋ X」＝○，「X をする」＝○1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ 1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ
1 䜰䜲䝕䜱䜰䝷䜲䝈㻌 v 䇷 A 61 䝅䞁䝣䜷䝘䜲䝈 v ぢ஦䛺 C
2 䜰䜲䝕䞁䝔䜱䝣䜯䜲 v እⓗ䛺 D 62 䝅䞁䝥䝸䝣䜯䜲 v ✲ᴟⓗ䛺 C
3 䜰䜽䝉䝥䝖 v ☜ᐇ䛺 D 63 䝅䞁䝪䝷䜲䝈 v ༙Ọஂⓗ䛺 D
4 䜰䝁䝰䝕䞊䝖 v 䇷 A 64 䝇䞊䝟䞊䜲䞁䝫䞊䝈 v ୍᫬ⓗ䛺 D
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11 䜰䝘䝷䜲䝈 v ୙᏶඲䛺 D 71 䝎䜴䞁䝃䜲䝈 v ኱ᖜ䛺 D
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14 䜰䝫䝻䝆䝱䜲䝈 v 䇷 B 74 䝕䜱䝇䜹䝇 v 䇷 B
15 䜰䝯䝸䜹䝘䜲䝈 v ᚭᗏⓗ䛺 D 75 䝕䜱䝇䜽䝻䞊䝈 v ✚ᴟⓗ䛺 D
16 䜰䝺䞁䝆 v Ⰽ䚻䛺 D 76 䝕䜱䝇䝍䞊䝤 v ⣧⢋䛺 D
17 䜲䝙䝅䝱䝷䜲䝈 v ලయⓗ䛺 D 77 䝕䜱䝇䝖䝸䝡䝳䞊䝖 v 㧗ရ㉁䛺 D
18 䜲䝷䝇䝖䝺䞊䝖 v ୖᡭ䛺 D 78 䝔䞊䜽䝜䞊䝖㻌 v ᭷ྡ㼫䛺 D
19 䜲䝹䝭䝛䞊䝖 v ከᙬ䛺 C 79 䝕䝕䜱䜿䞊䝖 v ౽฼䛺 D
20 䜲䞁䜽䝹䞊䝗 v ෌ᖐⓗ䛺 D 80 䝕䝸䞊䝖㻌 v ṧ㓞䛺 D
21 䜲䞁䝇䝖䞊䝹 v ලయ㻌ⓗ䛺 D 81 䝖䞊䞁䝎䜴䞁㻌 v ពእ䛺 C
22 䜲䞁䝇䝟䜲䜰 v ከ኱䛺 D 82 䝗䝷䝬䝍䜲䝈 v 㐣๫䛺 C
23 䜲䞁䝪䝹䝤 v ༑ศ䛺 C 83 䝘䝏䝳䝷䝷䜲䝈 v 䇷 A
24 䜶䜻䝃䜲䝖 v 䇷 B 84 䝛䝂䝅䜶䞊䝖 v ṇᖖ䛺 D
25 䜶䝇䜹䝺䞊䝖 v ✺Ⓨⓗ䛺 D 85 䝜䝭䝛䞊䝖 v ୙ྍゎ䛺 C
26 䜶䝭䝑䝖㻌 v 䇷 A 86 䝟䝽䞊䜰䝑䝥㻌 v 㡰ᙜ䛺 D
27 䜶䝸䝭䝛䞊䝖 v 䇷 A 87 䝟䝽䞊䝎䜴䞁㻌 v ᛴ⃭䛺 D
28 䜶䞁䜹䝺䝑䝆 v ᵝ䚻䛺 D 88 䝤䝷䝑䝅䝳䜰䝑䝥㻌 v ኊ኱䛺 C
29 䜶䞁䝁䞊䝗 v ෕㛗䛺 D 89 䝤䝸䞊䝏䜰䜴䝖㻌 v ኱⫹䛺 C
30 䜶䞁䝆䝵䜲 v 䇷 B 90 䝥䝸䝟䝑䜿䞊䝆 v 䇷 A
31 䜶䞁䝣䜯䝃䜲䝈 v 䇷 B 91 䝣䝺䝑䝅䝳䜰䝑䝥㻌 v ኱䛜䛛䜚䛺 D
32 䜸䞊䝋䝷䜲䝈 v ୙せ䛺 D 92 䝥䝻䝔䜽䝖 v ᙉຊ䛺 D
33 䜸䝥䝔䜱䝬䜲䝈 v 㐣๫䛺 D 93 䝥䝻䝫䞊䝈 v ⣲ᩛ䛺 D
34 䜸䝭䝑䝖 v ឤぬⓗ䛺 D 94 䝥䝻䝰䞊䝖 v 䝸䜰䝹䝍䜲䝮䛺 D
35 䜸䝹䜺䝘䜲䝈 v 䛝䜑⣽䛛䛺 D 95 䝬䞊䝆 v ᇶᮏⓗ䛺 D
36 䜹䝔䝂䝷䜲䝈 v 㐺ษ䛺 D 96 䝬䝛䞊䝆 v ⤫ྜⓗ䛺 D
37 䜼䝤䇲䜰䝑䝥㻌 v ⤀ኈⓗ䛺 D 97 䝭䝇䝔䜱䝣䜯䜲㻌 v 䇷 A
38 䜻䝱䝷䜽䝍䝷䜲䝈 v ᰂ㌾䛺 D 98 䝭䝇䝸䞊䝗 v ᕦጁ䛺 D
39 䜽䜷䝸䝣䜯䜲 v ᪂䛯䛺 D 99 䝯䜲䜽䝷䝤㻌 v ⣲ᩛ䛺 D
40 䜽䝸䜶䞊䝖 v ᵝ䚻䛺 C 100 䝰䝎䝘䜲䝈 v 㒊ศⓗ䛺 D
41 䝁䝭䝑䝖 v 㛗ᮇⓗ䛺 D 101 䝰䝕䜱䝣䜯䜲 v ᵝ䚻䛺 D
42 䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝖 v ኱஦䛺 D 102 䝰䝜䝫䝷䜲䝈 v 䇷 A
43 䝁䞁䝕䞁䝇 v 䝕䝸䜿䞊䝖䛺 D 103 䝴䝙䝣䜯䜲 v 䇷 A
44 䝁䞁䝖䝸䝡䝳䞊䝖 v ᚲせ䛺 D 104 䝷䜲䝖䜰䝑䝥㻌 v ≉ู䛺 D
45 䝁䞁䝜䞊䝖 v 䇷 B 105 䝸䜰䝷䜲䝈 v 䇷 A
46 䝁䞁䝢䞊䝖 v ↓ྡ䛺 C 106 䝸䜹䝞䞊 v ↓ព࿡䛺 C
47 䝁䞁䝢䝳䞊䝍䞊䝷䜲䝈 v 䇷 B 107 䝸䝍䜲䜰 v ᏶඲䛺 D
48 䝁䞁䝣䜯䞊䝮 v ୙ᚲせ䛺 D 108 䝸䝣䜯䜲䞁 v ኱ᖜ䛺 D
49 䝁䞁䝣䜷䞊䝮 v 䝅䞊䝮䝺䝇䛺 D 109 䝸䝥䝺䞊䝇 v ィ⏬ⓗ䛺 D
50 䝃䝆䜵䝇䝖 v ᭷ຠ䛺 D 110 䝸䝣䝺䝑䝅䝳 v ᪂䛯䛺 D
51 䝃䝇䝨䞁䝗 v ⮬ືⓗ䛺 D 111 䝸䝥䝻䝕䝳䞊䝇 v ᵝ䚻䛺 D
52 䝃䝔䜱䝇䝣䜯䜲 v 䇷 A 112 䝸䝷䝑䜽䝇 v ㉕ἑ䛺 D
53 䝃䝤䝇䜽䝷䜲䝤 v Ọ⥆ⓗ䛺 D 113 䝸䞁䝏 v ෶᝺䛺 D
54 䝃䞁䝧䜲䝈 v 䇷 A 114 䝺䝁䝯䞁䝗 v ᡓ␎ⓗ䛺 D
55 䝅䝇䝔䝬䝍䜲䝈 v ⎔ቃⓗ䛺 C 115 䝺䝅䞊䝤㻌 v 㐺ษ䛺 D
56 䝅䝡䝷䜲䝈 v 䇷 A 116 䝻䞊䝬䝘䜲䝈 v ṇ☜䛺 D
57 䝅䝭䝳䝺䞊䝖 v ṇ☜䛺 D 117 䝻䜾䜰䜴䝖㻌 v 㢖⦾䛺 D
58 䝆䝱䝇䝔䜱䝣䜯䜲 v 㐺ษ䛺 D 118 䝻䜾䜲䞁㻌 v ୙ṇ䛺 D
59 䝆䝱䝟䝘䜲䝈㻌 v ᚭᗏⓗ䛺 C 119 䝽䜲䞁䝗䜰䝑䝥 v ㇦ᛌ㼫䛺 D
60 ࢩࣥࢡࣟࢼ࢖ࢬ v ᙉຊ࡞ D
資料1　英語動詞借用のカタカナ語の統語的特徴
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1 䜰䜲䝕䜱䜰䝷䜲䝈㻌 v 䇷 A 61 䝅䞁䝣䜷䝘䜲䝈 v ぢ஦䛺 C
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11 䜰䝘䝷䜲䝈 v ୙᏶඲䛺 D 71 䝎䜴䞁䝃䜲䝈 v ኱ᖜ䛺 D
12 䜰䝥䝷䜲 v ᐃᮇⓗ䛺 D 72 䝍䝑䝏䜰䝑䝥㻌 v 㒊ศⓗ䛺 D
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25 䜶䝇䜹䝺䞊䝖 v ✺Ⓨⓗ䛺 D 85 䝜䝭䝛䞊䝖 v ୙ྍゎ䛺 C
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28 䜶䞁䜹䝺䝑䝆 v ᵝ䚻䛺 D 88 䝤䝷䝑䝅䝳䜰䝑䝥㻌 v ኊ኱䛺 C
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32 䜸䞊䝋䝷䜲䝈 v ୙せ䛺 D 92 䝥䝻䝔䜽䝖 v ᙉຊ䛺 D
33 䜸䝥䝔䜱䝬䜲䝈 v 㐣๫䛺 D 93 䝥䝻䝫䞊䝈 v ⣲ᩛ䛺 D
34 䜸䝭䝑䝖 v ឤぬⓗ䛺 D 94 䝥䝻䝰䞊䝖 v 䝸䜰䝹䝍䜲䝮䛺 D
35 䜸䝹䜺䝘䜲䝈 v 䛝䜑⣽䛛䛺 D 95 䝬䞊䝆 v ᇶᮏⓗ䛺 D
36 䜹䝔䝂䝷䜲䝈 v 㐺ษ䛺 D 96 䝬䝛䞊䝆 v ⤫ྜⓗ䛺 D
37 䜼䝤䇲䜰䝑䝥㻌 v ⤀ኈⓗ䛺 D 97 䝭䝇䝔䜱䝣䜯䜲㻌 v 䇷 A
38 䜻䝱䝷䜽䝍䝷䜲䝈 v ᰂ㌾䛺 D 98 䝭䝇䝸䞊䝗 v ᕦጁ䛺 D
39 䜽䜷䝸䝣䜯䜲 v ᪂䛯䛺 D 99 䝯䜲䜽䝷䝤㻌 v ⣲ᩛ䛺 D
40 䜽䝸䜶䞊䝖 v ᵝ䚻䛺 C 100 䝰䝎䝘䜲䝈 v 㒊ศⓗ䛺 D
41 䝁䝭䝑䝖 v 㛗ᮇⓗ䛺 D 101 䝰䝕䜱䝣䜯䜲 v ᵝ䚻䛺 D
42 䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝖 v ኱஦䛺 D 102 䝰䝜䝫䝷䜲䝈 v 䇷 A
43 䝁䞁䝕䞁䝇 v 䝕䝸䜿䞊䝖䛺 D 103 䝴䝙䝣䜯䜲 v 䇷 A
44 䝁䞁䝖䝸䝡䝳䞊䝖 v ᚲせ䛺 D 104 䝷䜲䝖䜰䝑䝥㻌 v ≉ู䛺 D
45 䝁䞁䝜䞊䝖 v 䇷 B 105 䝸䜰䝷䜲䝈 v 䇷 A
46 䝁䞁䝢䞊䝖 v ↓ྡ䛺 C 106 䝸䜹䝞䞊 v ↓ព࿡䛺 C
47 䝁䞁䝢䝳䞊䝍䞊䝷䜲䝈 v 䇷 B 107 䝸䝍䜲䜰 v ᏶඲䛺 D
48 䝁䞁䝣䜯䞊䝮 v ୙ᚲせ䛺 D 108 䝸䝣䜯䜲䞁 v ኱ᖜ䛺 D
49 䝁䞁䝣䜷䞊䝮 v 䝅䞊䝮䝺䝇䛺 D 109 䝸䝥䝺䞊䝇 v ィ⏬ⓗ䛺 D
50 䝃䝆䜵䝇䝖 v ᭷ຠ䛺 D 110 䝸䝣䝺䝑䝅䝳 v ᪂䛯䛺 D
51 䝃䝇䝨䞁䝗 v ⮬ືⓗ䛺 D 111 䝸䝥䝻䝕䝳䞊䝇 v ᵝ䚻䛺 D
52 䝃䝔䜱䝇䝣䜯䜲 v 䇷 A 112 䝸䝷䝑䜽䝇 v ㉕ἑ䛺 D
53 䝃䝤䝇䜽䝷䜲䝤 v Ọ⥆ⓗ䛺 D 113 䝸䞁䝏 v ෶᝺䛺 D
54 䝃䞁䝧䜲䝈 v 䇷 A 114 䝺䝁䝯䞁䝗 v ᡓ␎ⓗ䛺 D
55 䝅䝇䝔䝬䝍䜲䝈 v ⎔ቃⓗ䛺 C 115 䝺䝅䞊䝤㻌 v 㐺ษ䛺 D
56 䝅䝡䝷䜲䝈 v 䇷 A 116 䝻䞊䝬䝘䜲䝈 v ṇ☜䛺 D
57 䝅䝭䝳䝺䞊䝖 v ṇ☜䛺 D 117 䝻䜾䜰䜴䝖㻌 v 㢖⦾䛺 D
58 䝆䝱䝇䝔䜱䝣䜯䜲 v 㐺ษ䛺 D 118 䝻䜾䜲䞁㻌 v ୙ṇ䛺 D
59 䝆䝱䝟䝘䜲䝈㻌 v ᚭᗏⓗ䛺 C 119 䝽䜲䞁䝗䜰䝑䝥 v ㇦ᛌ㼫䛺 D
60 ࢩࣥࢡࣟࢼ࢖ࢬ v ᙉຊ࡞ D1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ 1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ
1 ࢔ࢻࣂ࢖ࢫ n ㈗㔜࡞ D 21 ࢹ࢕ࢫ࢝ࢵࢩࣙࣥ n ୍⯡ⓗ࡞ D
2 ࢚࣮ࣛ n ῝้࡞ D 22 ࢻࢵࢢࣞࢵࢢ n ᛴ⃭࡞ C
3 ࢚ࣥࢺ࣮ࣜ n ⡆༢࡞ D 23 ࢺ࣮ࣜࢺ࣓ࣥࢺ n ຠᯝⓗ࡞ D
4 ࣒࢝ࣂࢵࢡ n ぢ஦࡞ D 24 ࢻࣞࢫ࢔ࢵࣉ n ❧ὴ࡞ D
5 ࢟ࣝࢸ࢕ࣥࢢ n ࠾ὗⴠ࡞ D 25 ࢻࣟࢵࣉ࢔࢘ࢺ n ⣽࠿࡞ D
6 ࢢࢵࢻࣂ࢖ n ∝ࡸ࠿࡞ D 26 ࣂ࢖ n ̿ A
7 ࢡ࣮ࣜࣥ࢔ࢵࣉ n ᬯ㯲ⓗ࡞ D 27 ࣂ࢖ࣂ࢖ n ඖẼ࡞ D
8 ࢡ࣮ࣟࢬ࢔ࢵࣉ n ᯝᩒ࡞ D 28 ࣃࢫ࣮࣎ࣝ n ᫂ࡽ࠿࡞ D
9 ࢥ࣮ࢳ n ೧኱࡞ D 29 ࣆ࣮ࣥ࢝ࣝ n ࣮࢟ࣗࢺ࡞ D
10 ࢥ࣮ࢹ࢕ࢿ࣮ࢩࣙࣥ n ⣲ᩛ࡞ D 30 ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵࢡ n 㐺ษ࡞ D
11 ࢦ࣮ࣝ n 㩭ࡸ࠿࡞ D 31 ࣇ࢛࣮ࢫ࢔࢘ࢺ n ୍⯡ⓗ࡞ D
12 ࢩ࢙࣮ࣉ࢔ࢵࣉ n 㒊ศⓗ࡞ D 32 ࣇ࢚ࣝࣥࢺ࣮ࣜ n b⳹ࡸ࠿࡞ D
13 ࢩࣕࢵࢺ࢔࢘ࢺ n ᏶⎍࡞ D 33 ࣌ࢹ࢕࢟ࣗ࢔ n ὴᡭ࡞ D
14 ࢫࣆ࣮ࢻ࢔ࢵࣉ n ᢤᮏⓗ࡞ D 34 ࣮࣍ࣝ࢖ࣥ࣡ࣥ n ㇦ᛌ࡞ D
15 ࢫ࣮ࣟࢲ࢘ࣥ n ▷ᮇⓗ࡞ D 35 ࣓࣮࢟ࣕࢵࣉ n ᚤጁ࡞ D
16 ࢱ࢖࢔ࢵࣉ n Ᏻ᫆࡞ D 36 ࣓ࣔ n 㞧ከ࡞ D
17 ࢱࢵࢳࢲ࢘ࣥ n ぢ஦࡞ D 37 ࣛࢵࢭࣝ n ኱ኚ࡞ D
18 ࢳ࢙ࢵࢡ࢔࢘ࢺ n 㒊ศⓗ࡞ D 38 ࣮ࣜࣔࢺࢥࣥࢺ࣮ࣟࣝ n 㧗㏿࡞ D
19 ࢳ࢙ࢵࢡ࢖ࣥ n ⡆༢࡞ D 39 ࣮ࣜࣜࣇ n ㈗㔜࡞ D
20 ࢳ࣮ࣗࣥ࢔ࢵࣉ n ᇶᮏⓗ࡞ D 40 ࣟࢵࢡ࢔࢘ࢺ n Ọ⥆ⓗ࡞ D
資料2　英語名詞借用のカタカナ語の統語的特徴
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1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ 1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ
1 ࢔࢖ࢻࣜࣥࢢ g ୙Ᏻᐃ࡞ D 14 ࣀࢵ࢟ࣥࢢ g ௦⾲ⓗ࡞ D
2 ࢝ࢵࢸ࢕ࣥࢢ g ㉸኱⫹࡞ D 15 ࣁ࣑ࣥࢢ g ୗᡭ࡞ D
3 ࢧࣥࣉࣜࣥࢢ g ୙㐺ษ࡞ D 16 ࣈࣛࢵࢩࣥࢢ g ᇶᮏⓗ࡞ D
4 ࢩ࢙࣮ࣅࣥࢢ g ⁥ࡽ࠿࡞ D 17 ࣉࣛࣥࢽࣥࢢ g ኊ኱࡞ D
5 ࢩࣙࢵࣆࣥࢢ g Ᏻ඲࡞ D 18 ࣉࣟࢢ࣑ࣛࣥࢢ g ⡆༢࡞ D
6 ࢫࣛ࢖ࢹ࢕ࣥࢢ g ୍⯡ⓗ࡞ D 19 ࣊ࢵࢹ࢕ࣥࢢ g ぢ஦࡞ D
7 ࢭࢵࢸ࢕ࣥࢢ g ㇦⳹࡞ D 20 ࣌ࢵࢸ࢕ࣥࢢ g ⢭⚄ⓗ࡞ D
8 ࢯ࣮ࢸ࢕ࣥࢢ g ⡆༢࡞ D 21 ࣮࣎ࣜࣥࢢ g Ꮩ⊂࡞ D
9 ࢲ࢖ࣅࣥࢢ g ᇶᮏⓗ࡞ D 22 ࣐ࢵࢳࣥࢢ g Ᏻᐃ࡞ D
10 ࢲࣥࣆࣥࢢ g ཝᐦ࡞ D 23 ࣔࢽࢱࣜࣥࢢ g 㧗ᗘ࡞ D
11 ࢳ࣮ࣗࢽࣥࢢ g ≉Ṧ࡞ D 24 ࣛࣥࢹ࢕ࣥࢢ g ⥡㯇࡞ D
12 ࢻࢵ࢟ࣥࢢ g ࣛࣇ࡞ D 25 ࣞࢥ࣮ࢹ࢕ࣥࢢ g ᵝࠎ࡞ D
13 ࢺ࣑ࣜࣥࢢ g ᐃᮇⓗ࡞ D 26 ࣮ࣟࣜࣥࢢ g ࢫ࣒࣮ࢬ࡞ D
資料4　英語形容詞借用のカタカナ語の統語的特徴 資料5　英語副詞借用のカタカナ語の統語的特徴1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ 1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ
1 ࢛࣮࣑࢘ࣥࢢ࢔ࢵࣉ aj ༑ศ࡞ D 1 ࢔࣊ࢵࢻ av ୍⯡ⓗ࡞ C
資料3　英語動名詞借用のカタカナ語の統語的特徴
1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ 1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ
1 ࢖ࣥࢸࢢ࣮ࣞࢺ v aj ᗈ⠊࡞ D 57 ࢫࣜࢵࣉ v n ᛴ⃭࡞ D
2 ࢭࣞࢡࢺ v aj ☜࠿࡞ D 58 ࢭ࣮ࣈ v n ពᅗⓗ࡞ D
3 ࣉࣜࢭࢵࢺ v aj ௦⾲ⓗ࡞ D 59 ࢭࢵࢺ v n ࠾ᚓ࡞ D
4 ࢡ࣮ࣟࢬ v aj av n ୍᫬ⓗ࡞ D 60 ࢯࣇ࢕ࢫࢸ࢕ࢣ࣮ࢺ v n ࢼࢳࣗࣛࣝ࡞ C
5 ࢝ࢵࢺ v aj n ࠾ᚓ࡞ D 61 ࢱ࣮ࣥ v n ⳹㯇࡞ D
6 ࢔ࢯࢩ࢚࣮ࢺ v n aj Ᏻ඲࡞ D 62 ࢲ࢖ࢪ࢙ࢫࢺ v n 㐺ᙜ࡞ D
7 ࢚ࢫࢣ࣮ࣉ v n aj ᚲせ࡞ D 63 ࢲ࢖ࣈ v n ㏞ᝨ࡞ D
8 ࢝࢘ࣥࢺ v n aj ᭷฼࡞ D 64 ࢲࢵࢩࣗ v n ༴㝤࡞ D
9 ࢟ࣕࢵࢳ v n aj ࢺࣜࢵ࣮࢟࡞ D 65 ࢱࢵࢳ v n ⧄⣽࡞ D
10 ࢻࣛ࢖ࣈ v n aj ᛌ㐺࡞ D 66 ࢳ࢙ࣥࢪ v n ㇦ᛌ࡞ D
11 ࣌࢖ v n aj ̿ B 67 ࢳ࣮ࣕࢪ v n ࠾ᚓ࡞ D
12 ࣮ࣜࢻ v n aj Ⰻ㉁࡞ D 68 ࢹ࢕ࢡࢸ࣮ࢺ v n ᑐ❧ⓗ࡞ D
13 ࣜࢨ࣮ࣈ v n aj ዲࡁ࡞ D 69 ࢹ࢕ࢫࣆ࣮ࣗࢺ v n ࢹ࢕࣮ࣉ࡞ D
14 ࢳ࢙ࢵࢡ v n aj inj ཝṇ࡞ D 70 ࢹࢨ࢖ࣥ v n ᑠ⢋࡞ D
15 ࢩ࣮ࣗࢺ v n inj ⓗ☜࡞ D 71 ࢺࢫ v n ぢ஦࡞ D
16 ࣇ࢓ࢵࢡ v n inj ᗁ᝿ⓗ࡞ D 72 ࢺࣛ࢖ v n ኱⫹࡞ D
17 ࢔ࢩࢫࢺ v n ❧ὴ࡞ D 73 ࢺࣛࣂ࣮ࢫ v n ୙Ᏻᐃ࡞ D
18 ࢔ࢱࢵࢡ v n ⊛Ⅿ࡞ D 74 ࢻࣜࣈࣝ v n ⱁ⾡ⓗ࡞ D
19 ࢔ࣇ࢙ࢡࢺ v n ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ࡞ D 75 ࢿࢢࣞࢡࢺ v n ᾘᴟⓗ࡞ D
20 ࢔ࣉ࣮ࣟࢳ v n ຠᯝⓗ࡞ D 76 ࣀࢵࢡ v n ṇᘧ࡞ D
21 ࢖ࣥࢧ࣮ࢺ v n ⏬ᮇⓗ࡞ D 77 ࣃ࣮ࢪ v n ⮬ືⓗ࡞ D
22 ࢖ࣥࢱ࣮ࢭࣉࢺ v n ⳹㯇࡞ D 78 ࣂ࣮ࢫࢺ v n ୍᫬ⓗ࡞ D
23 ࢘࢖ࣥࢡ v n ୖᡭ࡞ D 79 ࣁ࢖ࢪࣕࢵࢡ v n ᅜ㝿ⓗ࡞ D
24 ࢚ࢢࢪࣅࢵࢺ v n ̿ A 80 ࣂ࢘ࣥࢻ v n ୰㏵༙➃࡞ D
25 ࣮࢜ࣂ࣮ࣄ࣮ࢺ v n 㛫ᢤࡅ࡞ D 81 ࣃࢫ v n ↓ຠ࡞ D
26 ࣮࢜ࣂ࣮࣮࣍ࣝ v n ᐃᮇⓗ࡞ D 82 ࣁࢵࢫࣝ v n ᕦጁ࡞ D
27 ࣮࢜ࣂ࣮ࣛࢵࣉ v n ᚲせ࡞ D 83 ࣂࢵࣇ v n ᭷ຠ࡞ D
28 ࣮࢜ࣂ࣮ࣛࣥ v n 㐺ษ࡞ D 84 ࣁࣥࢺ v n ᪂ࡓ࡞ D
29 ࣮࢞ࢻ v n ୖᡭ࡞ D 85 ࣂࣥࢺ v n ୖᡭ࡞ D
30 ࣮࢝ࣝ v n ࣛࣇ࡞ D 86 ࣄࢵࢺ v n 㦫␗ⓗ࡞ D
31 ࢞࢖ࢻ v n ᏶඲࡞ D 87 ࣇ࢓ࣥࣈࣝ v n ⮴࿨ⓗ࡞ D
32 ࢝ࣂ࣮ v n ㍍㔞࡞ D 88 ࣇ࢕ࢡࢫ v n 㠉࿨ⓗ࡞ C
33 ࣮࢟ࣉ v n 㦫␗ⓗ࡞ D 89 ࣇ࢛࣮ࣝ v n ↓㥏࡞ D
34 ࢟ࢫ v n ࠸ࡓࡎࡽ࡞ D 90 ࣇ࢛࣮ࣟ v n ᏶⎍࡞ D
35 ࢟ࢵࢡ v n ṇ☜࡞ D 91 ࣉࢵࢩࣗ v n ᙉຊ࡞ D
36 ࢟ࣕࣥࢭࣝ v n ᛴ࡞ D 92 ࣈ࣮ࣜࢳ v n ୍⯡ⓗ࡞ D
37 ࢥ࣮ࣝ v n ඖẼ࡞ D 93 ࣉࣜࣥࢺ v n 㨩ຊⓗ࡞ D
38 ࢥࣥࢺ࣮ࣟࣝ v n Ᏻ඲࡞ D 94 ࣈ࣮ࣞࢡ v n ᛴ⃭࡞ D
39 ࢥࣥࣂ࣮ࢺ v n ኱ᖜ࡞ D 95 ࣉࣞࢫ v n ⢭ຊⓗ࡞ D
40 ࢧ࣮ࣈ v n ⳹㯇࡞ D 96 ࣈࣞࣥࢻ v n ࡲࢁࡸ࠿࡞ D
41 ࢧ࣏࣮ࢺ v n ࡁࡵ⣽ࡸ࠿࡞ D 97 ࣈ࣮ࣟ v n ᆅ࿡࡞ D
42 ࢩࣇࢺ v n ኚ๎ⓗ࡞ D 98 ࣉࣟࢹ࣮ࣗࢫ v n ወጁ࡞ D
43 ࢪࣕࢵࢢࣝ v n ከᙬ࡞ D 99 ࣎࢖ࢥࢵࢺ v n ኱⫹࡞ D
44 ࢩࣕࢵࣇࣝ v n ୍⯡ⓗ࡞ D 100 ࣎࢖ࣝ v n ᆅ࿡࡞ D
45 ࢪࣕࣥࣉ v n ࢲ࢖ࢼ࣑ࢵࢡ࡞ D 101 ࣍ࢵࣉ v n ࣜࢬ࣑࢝ࣝ࡞ D
46 ࢩࣕࣥࣉ࣮ v n ୖᡭ࡞ D 102 ࣑࣮ࢺ v n ⓗ☜࡞ D
47 ࢫ࢖ࣥࢢ v n ⥡㯇࡞ D 103 ࣑ࢫ v n 㔜኱࡞ D
48 ࢫ࢟ࣕࣥ v n ึṌⓗ࡞ D 104 ࣑ࢵࢡࢫ v n ⌮᝿ⓗ࡞ D
49 ࢫࢱ࣮ࢺ v n ᪂ࡓ࡞ D 105 ࣜࢥ࣮ࣝ v n ㏿ࡸ࠿࡞ D
50 ࢫࢺࢵࣉ v n ☜ᐇ࡞ D 106 ࣜࢪ࢙ࢡࢺ v n ᪂ࡓ࡞ D
51 ࢫࢺࣜࢵࣉ v n ᭷ྡ࡞ D 107 ࣜࢩࣕࢵࣇࣝ v n ไᗘⓗ࡞ D
52 ࢫࣃ࣮ࢺ v n ぢ஦࡞ D 108 ࣜࣉࣜࣥࢺ v n ࠾ᡭ㡭࡞ D
53 ࢫࣆ࣮ࢡ v n b༳㇟ⓗ࡞ D 109 ࣜࣛ࢖ࢺ v n ᴦ࡞ D
54 ࢫࣆࣥ v n ≉␗࡞ D 110 ࣜ࣡࢖ࣥࢻ v n ぶษ࡞ D
55 ࢫ࣏࢖ࣝ v n ┤᥋ⓗ࡞ D 111 ࣞࢪࢫࢺ v n ሀ∼࡞ D
56 ࢫࣛ࢖ࢻ v n ࢩࣥࣉࣝ࡞ D 112 ࣮࣡ࣉ v n 㧗㏿࡞ D
資料6　英語動詞複合分類借用のカタカナ語の統語的特徴
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1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ 1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ
1 ࢖ࣥࢸࢢ࣮ࣞࢺ v aj ᗈ⠊࡞ D 57 ࢫࣜࢵࣉ v n ᛴ⃭࡞ D
2 ࢭࣞࢡࢺ v aj ☜࠿࡞ D 58 ࢭ࣮ࣈ v n ពᅗⓗ࡞ D
3 ࣉࣜࢭࢵࢺ v aj ௦⾲ⓗ࡞ D 59 ࢭࢵࢺ v n ࠾ᚓ࡞ D
4 ࢡ࣮ࣟࢬ v aj av n ୍᫬ⓗ࡞ D 60 ࢯࣇ࢕ࢫࢸ࢕ࢣ࣮ࢺ v n ࢼࢳࣗࣛࣝ࡞ C
5 ࢝ࢵࢺ v aj n ࠾ᚓ࡞ D 61 ࢱ࣮ࣥ v n ⳹㯇࡞ D
6 ࢔ࢯࢩ࢚࣮ࢺ v n aj Ᏻ඲࡞ D 62 ࢲ࢖ࢪ࢙ࢫࢺ v n 㐺ᙜ࡞ D
7 ࢚ࢫࢣ࣮ࣉ v n aj ᚲせ࡞ D 63 ࢲ࢖ࣈ v n ㏞ᝨ࡞ D
8 ࢝࢘ࣥࢺ v n aj ᭷฼࡞ D 64 ࢲࢵࢩࣗ v n ༴㝤࡞ D
9 ࢟ࣕࢵࢳ v n aj ࢺࣜࢵ࣮࢟࡞ D 65 ࢱࢵࢳ v n ⧄⣽࡞ D
10 ࢻࣛ࢖ࣈ v n aj ᛌ㐺࡞ D 66 ࢳ࢙ࣥࢪ v n ㇦ᛌ࡞ D
11 ࣌࢖ v n aj ̿ B 67 ࢳ࣮ࣕࢪ v n ࠾ᚓ࡞ D
12 ࣮ࣜࢻ v n aj Ⰻ㉁࡞ D 68 ࢹ࢕ࢡࢸ࣮ࢺ v n ᑐ❧ⓗ࡞ D
13 ࣜࢨ࣮ࣈ v n aj ዲࡁ࡞ D 69 ࢹ࢕ࢫࣆ࣮ࣗࢺ v n ࢹ࢕࣮ࣉ࡞ D
14 ࢳ࢙ࢵࢡ v n aj inj ཝṇ࡞ D 70 ࢹࢨ࢖ࣥ v n ᑠ⢋࡞ D
15 ࢩ࣮ࣗࢺ v n inj ⓗ☜࡞ D 71 ࢺࢫ v n ぢ஦࡞ D
16 ࣇ࢓ࢵࢡ v n inj ᗁ᝿ⓗ࡞ D 72 ࢺࣛ࢖ v n ኱⫹࡞ D
17 ࢔ࢩࢫࢺ v n ❧ὴ࡞ D 73 ࢺࣛࣂ࣮ࢫ v n ୙Ᏻᐃ࡞ D
18 ࢔ࢱࢵࢡ v n ⊛Ⅿ࡞ D 74 ࢻࣜࣈࣝ v n ⱁ⾡ⓗ࡞ D
19 ࢔ࣇ࢙ࢡࢺ v n ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ࡞ D 75 ࢿࢢࣞࢡࢺ v n ᾘᴟⓗ࡞ D
20 ࢔ࣉ࣮ࣟࢳ v n ຠᯝⓗ࡞ D 76 ࣀࢵࢡ v n ṇᘧ࡞ D
21 ࢖ࣥࢧ࣮ࢺ v n ⏬ᮇⓗ࡞ D 77 ࣃ࣮ࢪ v n ⮬ືⓗ࡞ D
22 ࢖ࣥࢱ࣮ࢭࣉࢺ v n ⳹㯇࡞ D 78 ࣂ࣮ࢫࢺ v n ୍᫬ⓗ࡞ D
23 ࢘࢖ࣥࢡ v n ୖᡭ࡞ D 79 ࣁ࢖ࢪࣕࢵࢡ v n ᅜ㝿ⓗ࡞ D
24 ࢚ࢢࢪࣅࢵࢺ v n ̿ A 80 ࣂ࢘ࣥࢻ v n ୰㏵༙➃࡞ D
25 ࣮࢜ࣂ࣮ࣄ࣮ࢺ v n 㛫ᢤࡅ࡞ D 81 ࣃࢫ v n ↓ຠ࡞ D
26 ࣮࢜ࣂ࣮࣮࣍ࣝ v n ᐃᮇⓗ࡞ D 82 ࣁࢵࢫࣝ v n ᕦጁ࡞ D
27 ࣮࢜ࣂ࣮ࣛࢵࣉ v n ᚲせ࡞ D 83 ࣂࢵࣇ v n ᭷ຠ࡞ D
28 ࣮࢜ࣂ࣮ࣛࣥ v n 㐺ษ࡞ D 84 ࣁࣥࢺ v n ᪂ࡓ࡞ D
29 ࣮࢞ࢻ v n ୖᡭ࡞ D 85 ࣂࣥࢺ v n ୖᡭ࡞ D
30 ࣮࢝ࣝ v n ࣛࣇ࡞ D 86 ࣄࢵࢺ v n 㦫␗ⓗ࡞ D
31 ࢞࢖ࢻ v n ᏶඲࡞ D 87 ࣇ࢓ࣥࣈࣝ v n ⮴࿨ⓗ࡞ D
32 ࢝ࣂ࣮ v n ㍍㔞࡞ D 88 ࣇ࢕ࢡࢫ v n 㠉࿨ⓗ࡞ C
33 ࣮࢟ࣉ v n 㦫␗ⓗ࡞ D 89 ࣇ࢛࣮ࣝ v n ↓㥏࡞ D
34 ࢟ࢫ v n ࠸ࡓࡎࡽ࡞ D 90 ࣇ࢛࣮ࣟ v n ᏶⎍࡞ D
35 ࢟ࢵࢡ v n ṇ☜࡞ D 91 ࣉࢵࢩࣗ v n ᙉຊ࡞ D
36 ࢟ࣕࣥࢭࣝ v n ᛴ࡞ D 92 ࣈ࣮ࣜࢳ v n ୍⯡ⓗ࡞ D
37 ࢥ࣮ࣝ v n ඖẼ࡞ D 93 ࣉࣜࣥࢺ v n 㨩ຊⓗ࡞ D
38 ࢥࣥࢺ࣮ࣟࣝ v n Ᏻ඲࡞ D 94 ࣈ࣮ࣞࢡ v n ᛴ⃭࡞ D
39 ࢥࣥࣂ࣮ࢺ v n ኱ᖜ࡞ D 95 ࣉࣞࢫ v n ⢭ຊⓗ࡞ D
40 ࢧ࣮ࣈ v n ⳹㯇࡞ D 96 ࣈࣞࣥࢻ v n ࡲࢁࡸ࠿࡞ D
41 ࢧ࣏࣮ࢺ v n ࡁࡵ⣽ࡸ࠿࡞ D 97 ࣈ࣮ࣟ v n ᆅ࿡࡞ D
42 ࢩࣇࢺ v n ኚ๎ⓗ࡞ D 98 ࣉࣟࢹ࣮ࣗࢫ v n ወጁ࡞ D
43 ࢪࣕࢵࢢࣝ v n ከᙬ࡞ D 99 ࣎࢖ࢥࢵࢺ v n ኱⫹࡞ D
44 ࢩࣕࢵࣇࣝ v n ୍⯡ⓗ࡞ D 100 ࣎࢖ࣝ v n ᆅ࿡࡞ D
45 ࢪࣕࣥࣉ v n ࢲ࢖ࢼ࣑ࢵࢡ࡞ D 101 ࣍ࢵࣉ v n ࣜࢬ࣑࢝ࣝ࡞ D
46 ࢩࣕࣥࣉ࣮ v n ୖᡭ࡞ D 102 ࣑࣮ࢺ v n ⓗ☜࡞ D
47 ࢫ࢖ࣥࢢ v n ⥡㯇࡞ D 103 ࣑ࢫ v n 㔜኱࡞ D
48 ࢫ࢟ࣕࣥ v n ึṌⓗ࡞ D 104 ࣑ࢵࢡࢫ v n ⌮᝿ⓗ࡞ D
49 ࢫࢱ࣮ࢺ v n ᪂ࡓ࡞ D 105 ࣜࢥ࣮ࣝ v n ㏿ࡸ࠿࡞ D
50 ࢫࢺࢵࣉ v n ☜ᐇ࡞ D 106 ࣜࢪ࢙ࢡࢺ v n ᪂ࡓ࡞ D
51 ࢫࢺࣜࢵࣉ v n ᭷ྡ࡞ D 107 ࣜࢩࣕࢵࣇࣝ v n ไᗘⓗ࡞ D
52 ࢫࣃ࣮ࢺ v n ぢ஦࡞ D 108 ࣜࣉࣜࣥࢺ v n ࠾ᡭ㡭࡞ D
53 ࢫࣆ࣮ࢡ v n b༳㇟ⓗ࡞ D 109 ࣜࣛ࢖ࢺ v n ᴦ࡞ D
54 ࢫࣆࣥ v n ≉␗࡞ D 110 ࣜ࣡࢖ࣥࢻ v n ぶษ࡞ D
55 ࢫ࣏࢖ࣝ v n ┤᥋ⓗ࡞ D 111 ࣞࢪࢫࢺ v n ሀ∼࡞ D
56 ࢫࣛ࢖ࢻ v n ࢩࣥࣉࣝ࡞ D 112 ࣮࣡ࣉ v n 㧗㏿࡞ D1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ 1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ
1 ࢫࢱࣥࣂ࢖ n aj ᏶⎍࡞ D 44 ࢫࣃ࢖ n v ⪽᫂࡞ D
2 ࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ n aj Ṕྐⓗ࡞ D 45 ࢫࣃ࢖ࢡ n v ㇦ᛌ࡞ D
3 ࣂࢵࢡ࢔ࢵࣉ n aj ᐃᮇⓗ࡞b D 46 ࢫࣛ࢖ࢫ n v ᨷᧁⓗ࡞ D
4 ࣆࢵࢡ࢔ࢵࣉ n aj ኱ࡲ࠿࡞ D 47 ࢭࢵࢡࢫ n v ᖾࡏ࡞ D
5 ࢖ࣥࣉࢵࢺ n aj v Ⰻ㉁࡞ D 48 ࢱ࢖ࣉ n v ዲࡁ࡞ D
6 ࢝ࣥࢽࣥࢢ n aj v ᏶඲࡞ D 49 ࢲ࢖ࣖࣝ n v ≉ู࡞ D
7 ࢧ࣮ࣅࢫ n aj v 㧗ရ㉁࡞ D 50 ࢱࢵࢡࣝ n v ༴㝤࡞ D
8 ࢫࢡࣛࢵࣉ n aj v ኱ษ࡞ࢫ D 51 ࢳࣕࣞࣥࢪ n v ᪂ࡓ࡞ D
9 ࢫࢺࢵࢡ n aj v ౽฼࡞ D 52 ࢹ࣮ࢺ n v ⣲ᩛ࡞ D
10 ࣃࢵࢣ࣮ࢪ n aj v ࠾ᚓ࡞ D 53 ࢸࢫࢺ n v ᏶⎍࡞ D
11 ࣐ࢫࢱ࣮ n aj v Ẽࡉࡃ࡞ D 54 ࢺ࣮ࣞࢫ n v ༢⣧࡞ D
12 ࣮࢝ࣈ n v aj ༴㝤࡞ D 55 ࢺ࣮ࣞࢻ n v ຠᯝⓗ࡞ D
13 ࢡࣟࢫ n v aj ṇ☜࡞ D 56 ࢺࣥࢿࣝ n v ᗁ᝿ⓗ࡞ D
14 ࢲ࢖࢚ࢵࢺ n v aj ↓⌮࡞ D 57 ࢿࢵࢺ n v ㌟㏆࡞ D
15 ࢳ࣮ࣕࢱ࣮ n v aj ᛌ㐺࡞ D 58 ࣀ࣮ࢺ n v ୙ᛮ㆟࡞ D
16 ࣂࢵࢡ n v aj ⱞᡭ࡞ D 59 ࣃࢺ࣮ࣟࣝ n v 㢖⦾࡞ D
17 ࢥࣥࢱࢡࢺ n v aj av ຠᯝⓗ࡞ D 60 ࣃࣛࣇ࣮ࣞࢬ n v 」㞧࡞ D
18 ࣃࢵࢡ n v aj av ࠾ᚓ࡞ D 61 ࣃ࣮ࣞࢻ n v ⳹ࡸ࠿࡞ D
19 8ࢱ࣮ࣥ n v ࢱ࢖ࢺ࡞ D 62 ࣃࣥࢡ n v ῝้࡞ D
20 ࢔࣮ࢫ n v ᝏ㉁࡞ D 63 ࣃࣥࢳ n v ⊛Ⅿ࡞ D
21 ࢔࢘ࢺࣉࢵࢺ n v ᙉไⓗ࡞ D 64 ࣇ࢓࢖ࣝ n v ༴㝤࡞ D
22 ࢔ࣆ࣮ࣝ n v ㅬ⹫࡞ D 65 ࣉ࣮ࣝ n v ⥡㯇࡞ D
23 ࢖࣓࣮ࢪ n v ຾ᡭ࡞ D 66 ࣇࢵࢡ n v ౽฼࡞ D
24 ࢖ࣥࢱࣅ࣮ࣗ n v ୙ᶵ᎘࡞ D 67 ࣉ࣮ࣞ n v ὴᡭ࡞ D
25 ࢚࣮࢘ࣈ n v ࣛࣇ࡞ D 68 ࣉ࣮ࣞࢫ n v ࢫ࣐࣮ࢺ࡞ D
26 ࢚ࢥ࣮ n v ⪥㞀ࡾ࡞ D 69 ࣉࣟࢢ࣒ࣛ n v ᭷ᐖ࡞ D
27 ࢚ࢫࢥ࣮ࢺ n v ഫ៏࡞ D 70 ࣈࣟࢵࢡ n v ᚰ⌮ⓗ࡞ D
28 ࣮࢜ࢲ࣮ n v ᵝࠎ࡞ D 71 ࣉࣟࢸࢫࢺ n v ᖹ࿴ⓗ࡞ D
29 ࢟ࣕࣥࣉ n v 㟼࠿࡞ D 72 ࣐࣮ࢡ n v ≉ู࡞ D
30 ࢥࣆ࣮ n v ⣲ᩛ࡞ D 73 ࣐ࢵࢧ࣮ࢪ n v ᮏ᱁ⓗ࡞ D
31 ࢥ࣓ࣥࢺ n v ㎞㎥࡞ D 74 ࣐ࢵࢳ n v ⌮᝿ⓗ࡞ D
32 ࢥࣥࣉ࣐ࣟ࢖ࢬ n v ᭷฼࡞ D 75 ࣐ࢽ࢟ࣗ࢔ n v ㏱᫂࡞ D
33 ࢧ࢖ࣥ n v ࣘࢽ࣮ࢡ࡞ D 76 ࣔࢽࢱ࣮ n v ⡆༢࡞ D
34 ࢩ࣮ࢻ n v Ᏻ඲࡞ D 77 ࣛࣥࢡ n v ᚲせ࡞ D
35 ࢪࣕࢵࢡ n v ̿ B 78 ࣮ࣜࢡ n v ୙ẟ࡞ D
36 ࢩࣥࢡࣟ n v ወ㊧ⓗ࡞ D 79 ࣜࢡ࢚ࢫࢺ n v ↓ຠ࡞ D
37 ࢫ࢖ࢵࢳ n v ᭱㐺࡞ D 80 ࣜࢧ࣮ࢳ n v 㐺ษ࡞ D
38 ࢫ࢝࢘ࢺ n v ᝏ㉁࡞ D 81 ࣜࣇ࢛࣮࣒ n v ⌮᝿ⓗ࡞ D
39 ࢫ࢟ࢵࣉ n v ㍍ࡸ࠿࡞ D 82 ࣏࣮ࣜࢺ n v ୙㐠࡞ D
40 ࢫࢡ࣮ࣉ n v 㩭ࡸ࠿࡞ D 83 ࣮ࣜࣞ n v ຠ⋡ⓗ࡞ D
41 ࢫࢡ࣮ࣟࣝ n v ⁥ࡽ࠿࡞ D 84 ࣜࣥࢡ n v ୙ṇ࡞ D
42 ࢫࢣࢵࢳ n v ࣛࣇ࡞ D 85 ࣞࢡࢳ࣮ࣕ n v ㇏ᐩ࡞ D
43 ࢫࣃ࣮ࢡ n v ᙉຊ࡞ D 86 ࣟࢵࢡ n v ᭷ຠ࡞ D
資料7　英語名詞複合分類借用のカタカナ語の統語的特徴
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1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ 1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ
1 ࢫࢱࣥࣂ࢖ n aj ᏶⎍࡞ D 44 ࢫࣃ࢖ n v ⪽᫂࡞ D
2 ࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ n aj Ṕྐⓗ࡞ D 45 ࢫࣃ࢖ࢡ n v ㇦ᛌ࡞ D
3 ࣂࢵࢡ࢔ࢵࣉ n aj ᐃᮇⓗ࡞b D 46 ࢫࣛ࢖ࢫ n v ᨷᧁⓗ࡞ D
4 ࣆࢵࢡ࢔ࢵࣉ n aj ኱ࡲ࠿࡞ D 47 ࢭࢵࢡࢫ n v ᖾࡏ࡞ D
5 ࢖ࣥࣉࢵࢺ n aj v Ⰻ㉁࡞ D 48 ࢱ࢖ࣉ n v ዲࡁ࡞ D
6 ࢝ࣥࢽࣥࢢ n aj v ᏶඲࡞ D 49 ࢲ࢖ࣖࣝ n v ≉ู࡞ D
7 ࢧ࣮ࣅࢫ n aj v 㧗ရ㉁࡞ D 50 ࢱࢵࢡࣝ n v ༴㝤࡞ D
8 ࢫࢡࣛࢵࣉ n aj v ኱ษ࡞ࢫ D 51 ࢳࣕࣞࣥࢪ n v ᪂ࡓ࡞ D
9 ࢫࢺࢵࢡ n aj v ౽฼࡞ D 52 ࢹ࣮ࢺ n v ⣲ᩛ࡞ D
10 ࣃࢵࢣ࣮ࢪ n aj v ࠾ᚓ࡞ D 53 ࢸࢫࢺ n v ᏶⎍࡞ D
11 ࣐ࢫࢱ࣮ n aj v Ẽࡉࡃ࡞ D 54 ࢺ࣮ࣞࢫ n v ༢⣧࡞ D
12 ࣮࢝ࣈ n v aj ༴㝤࡞ D 55 ࢺ࣮ࣞࢻ n v ຠᯝⓗ࡞ D
13 ࢡࣟࢫ n v aj ṇ☜࡞ D 56 ࢺࣥࢿࣝ n v ᗁ᝿ⓗ࡞ D
14 ࢲ࢖࢚ࢵࢺ n v aj ↓⌮࡞ D 57 ࢿࢵࢺ n v ㌟㏆࡞ D
15 ࢳ࣮ࣕࢱ࣮ n v aj ᛌ㐺࡞ D 58 ࣀ࣮ࢺ n v ୙ᛮ㆟࡞ D
16 ࣂࢵࢡ n v aj ⱞᡭ࡞ D 59 ࣃࢺ࣮ࣟࣝ n v 㢖⦾࡞ D
17 ࢥࣥࢱࢡࢺ n v aj av ຠᯝⓗ࡞ D 60 ࣃࣛࣇ࣮ࣞࢬ n v 」㞧࡞ D
18 ࣃࢵࢡ n v aj av ࠾ᚓ࡞ D 61 ࣃ࣮ࣞࢻ n v ⳹ࡸ࠿࡞ D
19 8ࢱ࣮ࣥ n v ࢱ࢖ࢺ࡞ D 62 ࣃࣥࢡ n v ῝้࡞ D
20 ࢔࣮ࢫ n v ᝏ㉁࡞ D 63 ࣃࣥࢳ n v ⊛Ⅿ࡞ D
21 ࢔࢘ࢺࣉࢵࢺ n v ᙉไⓗ࡞ D 64 ࣇ࢓࢖ࣝ n v ༴㝤࡞ D
22 ࢔ࣆ࣮ࣝ n v ㅬ⹫࡞ D 65 ࣉ࣮ࣝ n v ⥡㯇࡞ D
23 ࢖࣓࣮ࢪ n v ຾ᡭ࡞ D 66 ࣇࢵࢡ n v ౽฼࡞ D
24 ࢖ࣥࢱࣅ࣮ࣗ n v ୙ᶵ᎘࡞ D 67 ࣉ࣮ࣞ n v ὴᡭ࡞ D
25 ࢚࣮࢘ࣈ n v ࣛࣇ࡞ D 68 ࣉ࣮ࣞࢫ n v ࢫ࣐࣮ࢺ࡞ D
26 ࢚ࢥ࣮ n v ⪥㞀ࡾ࡞ D 69 ࣉࣟࢢ࣒ࣛ n v ᭷ᐖ࡞ D
27 ࢚ࢫࢥ࣮ࢺ n v ഫ៏࡞ D 70 ࣈࣟࢵࢡ n v ᚰ⌮ⓗ࡞ D
28 ࣮࢜ࢲ࣮ n v ᵝࠎ࡞ D 71 ࣉࣟࢸࢫࢺ n v ᖹ࿴ⓗ࡞ D
29 ࢟ࣕࣥࣉ n v 㟼࠿࡞ D 72 ࣐࣮ࢡ n v ≉ู࡞ D
30 ࢥࣆ࣮ n v ⣲ᩛ࡞ D 73 ࣐ࢵࢧ࣮ࢪ n v ᮏ᱁ⓗ࡞ D
31 ࢥ࣓ࣥࢺ n v ㎞㎥࡞ D 74 ࣐ࢵࢳ n v ⌮᝿ⓗ࡞ D
32 ࢥࣥࣉ࣐ࣟ࢖ࢬ n v ᭷฼࡞ D 75 ࣐ࢽ࢟ࣗ࢔ n v ㏱᫂࡞ D
33 ࢧ࢖ࣥ n v ࣘࢽ࣮ࢡ࡞ D 76 ࣔࢽࢱ࣮ n v ⡆༢࡞ D
34 ࢩ࣮ࢻ n v Ᏻ඲࡞ D 77 ࣛࣥࢡ n v ᚲせ࡞ D
35 ࢪࣕࢵࢡ n v ̿ B 78 ࣮ࣜࢡ n v ୙ẟ࡞ D
36 ࢩࣥࢡࣟ n v ወ㊧ⓗ࡞ D 79 ࣜࢡ࢚ࢫࢺ n v ↓ຠ࡞ D
37 ࢫ࢖ࢵࢳ n v ᭱㐺࡞ D 80 ࣜࢧ࣮ࢳ n v 㐺ษ࡞ D
38 ࢫ࢝࢘ࢺ n v ᝏ㉁࡞ D 81 ࣜࣇ࢛࣮࣒ n v ⌮᝿ⓗ࡞ D
39 ࢫ࢟ࢵࣉ n v ㍍ࡸ࠿࡞ D 82 ࣏࣮ࣜࢺ n v ୙㐠࡞ D
40 ࢫࢡ࣮ࣉ n v 㩭ࡸ࠿࡞ D 83 ࣮ࣜࣞ n v ຠ⋡ⓗ࡞ D
41 ࢫࢡ࣮ࣟࣝ n v ⁥ࡽ࠿࡞ D 84 ࣜࣥࢡ n v ୙ṇ࡞ D
42 ࢫࢣࢵࢳ n v ࣛࣇ࡞ D 85 ࣞࢡࢳ࣮ࣕ n v ㇏ᐩ࡞ D
43 ࢫࣃ࣮ࢡ n v ᙉຊ࡞ D 86 ࣟࢵࢡ n v ᭷ຠ࡞ D1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ 1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ
1 ࣮࢜ࢣ࣮ aj av inj v n ᭱⤊ⓗ࡞ D 7 ࣅࣝࢺ࢖ࣥ aj n 㧗౯࡞ D
2 ࢡࣜ࢔ aj av n ᴦ࡞ D 8 ࢥ࣮ࢹ࢕ࢿ࣮ࢺ aj n v ከᙬ࡞ D
3 ࢩ࣮ࣙࢺ aj av n v ࣐ࢽࢵࢩࣗ࡞ D 9 ࢺ࣮ࢱࣝ aj n v ̿ B
4 ࢚࣮ࣛ࣎ࣞࢺ aj n ̿ A 10 ࣀࢵࢡࢲ࢘ࣥ aj n v 㛗ᮇⓗ࡞ D
5 ࢚ࣞࢡࢺ aj n ୰㏵༙➃࡞ D 11 ࣮࢜ࣉࣥ aj v n ᵝࠎ࡞ D
6 ࣉࣞࢮࣥࢺ aj n ࡍ࡚ࡁ࡞ D 12 ࣇ࢕ࢵࢺ aj v n ᛌ㐺࡞ D資料8　英語形容詞複合分類借用のカタカナ語の統語的特徴
資料9　英語前置詞複合分類借用のカタカナ語の統語的特徴 資料10　英語副詞複合分類借用のカタカナ語の統語的特徴1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ 1 R ࢝ࢱ࢝ࢼㄒ ⱥㄒရモ ᙧᐜモ౛ ᆺ
1 ࣉࣛࢫ pp aj av n v ᑠᖜ࡞ D 1 ࢔ࢵࣉ av pp aj n v ࣮ࣝࢬ࡞ D
2 ࣐࢖ࢼࢫ pp aj n ኊ኱࡞ D 2 ࢲ࢘ࣥ av pp n v inj ኊ⤯࡞ D
3 ࣮࢜ࣂ࣮ pp aj n v ᏶඲࡞ D
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On the Relationship between English and Japanese Parts of Speech in Katakana Words: 
The Lexicalization of 402 “suru”-Appended English Loanwords
Hiroo Nonaka
Abstract
　English loanwords transformed into Japanese have lexical categorization processes applied to them.　This paper hypoth-
esizes that the concept of part of speech in English influences the concept of part of speech in Japanese in the lexical categori-
zation process.　This study examines the Japanese lexical categorization of English loanwords which are suffixed with “-suru 
(to do) ” (the X-suru construction) in Japanese.
　402 English loanwords which allow the X-suru construction in Japanese were extracted from the Concise Katakana Word 
Dictionary, 2nd edition (Sanseido, 2004) , the English parts of speech were looked up in the Progressive English-Japanese 
Dictionary, 4th edition (Shogakukan, 2006) and classified into 10 categories in terms of English parts of speech.　In each cat-
egory, the syntactic behaviors in the Japanese “X-suru construction, ” “Adjective + X construction” and “X-o-suru construc-
tion” were observed in order to identify the Japanese lexical category for “X” in these constructions.
　The results confirm the hypothesis that the lexical categorization of katakana words borrowed from English (=X) in the “X-
suru construction, ” “Adjective + X construction, ” and “X-o-suru construction” is influenced by the nominal or verbal fea-
tures of English, and that such words are categorized as a Japanese gerund with both nominal and verbal syntactic features.
Keywords: English loanwords, X-suru construction, adjective + X construction, X-o-suru construction Japanese gerund
